
 

 

［成果情報名］二重ネット工法を用いた畦畔法面におけるシバ（Zoysia japonica）の植栽技術 

［要約］農家や農業生産組織の組作業で行える二重ネット工法によって、急傾斜の畦畔

法面においても、シバの植栽は容易にできる。植栽時に床土を入れることでシバ被度の

拡大効果は大きい。 
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［背景・ねらい］ 

高齢化が深刻かつ畦畔率の高い中山間地域においては、畦畔管理における草刈り作業の

安全性の確保と省力化が不可欠である。解決策のひとつとして、低草高で管理し易いシバ

（Zoysia japonica）を主体とする芝生畦畔への植生転換が挙げられる。通常の雑草畦畔では

年４回程度の草刈りが必要だが、芝生畦畔では夏期の草刈りを 1 回削減できる。さらに、

芝生畦畔では足元の状況が確認し易く、草刈時に転倒の危険性が低い。しかし、従来の張

芝工法やポット苗工法では、斜度 30°から 45°の畦畔法面における農家らによるシバの植

栽は難しく、植生転換は進まない。そこで、芝生畦畔への速やかな植生転換のため、急傾

斜の畦畔法面においても農家らによる植栽を容易にする二重ネット工法を供試し、従来の

植栽工法との比較およびシバの被度拡大に及ぼす床土の効果を提示する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．二重ネット工法によるシバの植栽では、あらかじめ前植生を野焼きや除草剤で処理し

たところに、５cm の床土を入れて、６月上旬に畦畔の天端から、ほぐし芝を挟んだ木綿

の二重ネットを展開し、直ちに１cm の目土を入れる（図１）。 

２．斜度 30°から 45°の畦畔法面において、前植生の除去が必要なものの、農家ら

の５人程度の小人数の組作業で、従来の植栽工法よりも高い作業能率で植栽でき

る（表１、表２）。 

３．床土が植栽年のシバ生育期における雑草の発生を抑制するため（データ略）、シバ被

度の拡大には、床土の効果が大きい（図２）。 

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：農家、農業生産組織、土木事業者、行政機関。 

２．普及予定地域・普及予定面積・普及台数等：東北以南の中山間地域等の畦畔法面。業

界の二重ネット（シバ苗込）の供給能は、月あたり畦畔法面 100 ha 相当。  

３．その他： 

シバはほふく茎の伸長に優れる日本シバ品種「朝駆」等が適し、ほぐし苗を木綿の二

重ネットに新鮮重で 200ｇ/㎡、本数で 400 本/㎡を挟持する。床土、目土には真砂土を用

いる。新規造成圃場では前植生の処理および床土は、不要な場合もある。  

畦畔法面では灌水が難しいため、シバの植栽は入梅期６月に実施、植栽年には９月に

１回、次年からは５月、７月および９月の年３回の刈取りで、おおむね２年から３年で

芝生畦畔が成立する。  

本技術は、競技場や公園緑地のシバ植栽で用いるＺＮ工法に基づき、近中四農研とＺ

Ｎ工法を有するゾイシアンジャパン株式会社（広島県神石高原町）が共同開発した。  

施工説明書を 2015 年６月に公開予定。  

 



 

 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（伏見昭秀） 

［その他］ 

中課題名：中小規模水田に対応した生産性向上のための輪作システムの確立 

中課題番号：111b4 

予算区分：交付金、委託プロ（低コスト）、その他外部資金（地域再生） 

研究期間：2011～2014 年度 

研究担当者：伏見昭秀、橘雅明、長沼和夫（ゾイシアンジャパン株式会社） 
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図 1 二重ネット工法で用いるロールと畦畔法面における二重ネットの展開 

図２ 床土の有無とシバ被度の関係 

注）植栽 1 年後のシバ被度を示す。 

表２ 畦畔法面における二重ネット工法と従来工法との作業等比較 1）

表１ 二重ネット工法によるシバの植栽例 1） 

施工例 作業内容 作業者
作業能率
（㎡/人時）

①福山市 4月17日 9:00 床土入れ 男性4名 18

天端12ｍ、法長6ｍ 10:00

斜度30° 6月5日 9:00 男性4名 16

10:10

②福山市 4月24日 9:00 床土入れ 男性4名 21

天端21ｍ、法長6ｍ 10:30

斜度35° 6月4日 9:00 男性5名 17

10:30

③陸前高田市
2） 6月11日 10:30 男性4名 10

天端40ｍ、法長1.2ｍ 11:40

斜度45°

2）新規造成圃場のため、床土無しで施工した。

日時

二重ネット展開、
目土入れ、散水

二重ネット展開、
目土入れ、散水

二重ネット展開、
目土入れ、散水

1）機材として、床土、目土入れに①、②では、トラクター55馬力、バケット幅1.6mを
　それぞれ1台ずつ、③ではトラック2トンと一輪車を1台ずつ用いた。①、②、③いずれ
　も運搬車、散水機、トンボ、箒、スコップ、鋏、目串等を用いた。

工法 作業者 人数
作業能率
（㎡/人時）

資材費
（円/㎡）

養生期間

二重ネット工法 農家 小 16 800～850 ２～３年

張芝工法2) 技能者 - 6 500～950 ２～３か月

ポット苗工法3） 農家 大 2～8 200～800 ２～３年

種子吹付法4) 技能者 - 10～100 200～2,500 １～２年

1）施工法面の規模は、表1の①と②を参照のこと。
2）切芝は竹串で法面に固定する。
3）植栽時に25ｃｍ～50ｃｍ間隔でセル苗を法面に打ち込む。
4）バキュームカー等で法面に吹き付ける資材の厚さは1.0mm～5.0cm。

二重ネットの展開 ロール 

 

 

 

ほぐし苗を挟んだ木綿の二重

ネットは 10mm メッシュ、長さ

1.15m、直径 0.3m、重さ 20kg、

50m 巻きで市販されている。 


